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解剖学変異を中心としたHPの構築 
－医学教育システムとの融合の試み－ 

慶應義塾大学医学部解剖学教室 
船戸 和弥 

これまで取り組んできたホームページの概要 
（ホームページのアドレスは現在引き継いで公開している。） 

１．1997年にラテン語、日本語、英語併記した解剖学用語集というホームページを1997年に公開した
（Fig.1）。 
http://funatoya.com/funatoka/TA.html　（Fig.1） 

２．国際解剖学用語はラテン語のみの記述であったが1997年に13回国際解剖学者会議でTerminologia 
Anatomica(TA)が承認され、1998年に国際解剖学用語として英語が公式の代用語として併記され出版され
た。中枢神経系の項目で大幅に国際用語が更新されて、日本解剖学会が正式な日本語として2007年に13版
で英語が併記され、ようやく日本解剖学会が選定したラテン語、日本語、英語が揃った。解剖学用語のHP
は一定の役割を果たしてきた。 
http://funatoya.com/funatoka/anatomy/TA/TA-contents.html　（Fig.2） 

３．脳神経外科の片山正輝医師が慶應義塾大学医学部解剖学教室に派遣され、脳の断面（Fig.3）、脳の血
管（Fig.4）などの臨床に役立つHPをテーマに2000年頃に作成する。2011年には脳血管治療学習会の脳血
管内治療に用いる各種デバイスを公開している（Fig.5）。 
http://funatoya.com/katayama/brain_mri/　（Fig.3） 
http://funatoya.com/katayama/angio/index.html　（Fig.4） 
http://funatoya.com/katayama/endovascular/index.html　（Fig.5） 

４．脳神経（Fig.6）、人体解剖学Rauber-Kopsch（Fig.7）、Spalteholz（Fig.8）などの解剖学のHP公
開している。 
http://funatoya.com/funatoka/anatomy/cranial/ 　（Fig.6） 
http://funatoya.com/funatoka/Rauber-Kopsch.html　（Fig.7） 
http://funatoya.com/funatoka/anatomy/spalteholz/contents.html　（Fig.8） 

５．NNACで発表の機会を得て「解剖学変異を中心としたHPの構築」としてアクセス制限付きで公開中で
ある。 
http://funatoya.com/katayama/ （脳神経外科領域の編集）（Fig.9） 
http://funatoya.com/yamada/　（全体の編集、およびCT、MRI画像の追加） 
http://funatoya.com/koizumi/　（消化器外科領域の編集を担当） 
http://funatoya.com/tsubokawa/　（自然科学・比較解剖領域の編集を担当） 

今後の目標 
６．共同作成者を増やして、信頼性の高い医学教育サイトをめざしていきます。 
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